
埋込収納棚
TSF-203U TSF-204U 商品の機能が100％発揮されるよう、

本説明書の内容を十分ご理解のうえ
正しく施工してください。
なお施工完了後、この施工説明書を
お客さまにお渡しください。

施工説明書

壁開口280±4

WL

WL

FL

8－φ4×40

壁開口深さ90a以上�

295

38

88
67

155

1217

1895

603

75 85

196

330

605

壁開口�
1805±4

458

上部収納棚�
TSF-204U

下部収納棚�
TSF-203U

扉�

上部収納棚本体�

扉�

可動棚板�

下部収納棚�
本体�

マグネット�
ラッチ�

チャーム�
ボックス�

マグネット�
ラッチ�

可動棚板�

オープン棚�

引き出し�

スライド�
蝶番�

スライド�
蝶番�

品番ラベル�

品番ラベル�

部　　品　　名 数　量

化粧キャップ付木ねじ（専用ワッシャー付）φ4×40 4セット

引き出し 1個

部　品　名 数量

化粧キャップ付木ねじ（専用ワッシャー付）φ4×40 4セット

棚板 1枚

棚板受ダボ 4個

チャームボックス 1個

●施工完了図 ●各部の名称

●同梱部品
上部収納棚 TSF-204U 下部収納棚 TSF-203U
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●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで

ナビダイヤル TEL 0570-017-173
受付時間 平日 9:00～18:00

土日・祝日 9:00～17:00
（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く）



●施工方法
1. 上部収納棚及び、下部収納棚を単独で取り付ける場合
q収納棚に入っているものを全て取り出し、扉をはずします。
a蝶番の先端つまみを矢印の
方向に引き上げ、ロックを
外します。

s蝶番を矢印の向きに引っ張っ
て、取り外します。

w収納棚本体をいったん横桟木
上にすえ置き、水平垂直及び、
フランジが壁面開口部を確実
に塞いでいることを確認した
上で、施工ビス位置をけがき、
φ3a、深さ30aの下穴をあけ
ます。
※下穴は必ずあけてください。

…取扱いを誤った場合に使用者が軽傷を負うか又は物的
損害のみが発生する危険な状態が生じることが想定され
ます。æ

…注意しなさい！æ（上記の Ú注意Æと併用して注意をうな
がす記号です。必ずお読みになり、記載事項をお守りくだ
さい。）

…してはいけません！æ（一般的な禁止記号です。）

…分解してはいけません！æ

…指示通りにしなさい！æ（一般的な行動指示記号です。）

用語および記号の説明

……

……

……

……

……

注意

●安全上のご注意
●施工前に、この …安全上のご注意æをよくお読みのうえ、正しく施工して
ください。
●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結び付く可能性が
あります。いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、
必ず守ってください。
●施工完了後、正常に作動することを確認するとともに、取扱説明書に
そってお客さまに使用方法、お手入れの仕方を説明してください。
●この施工説明書は、取扱説明書と共にお客さまに保管頂くように依頼し
てください。

●壁の開口部が右図の寸法で
あることを確認してくださ
い。
●商品取付のための木ねじ固
定用として、厚さ45a以
上の縦・横桟が必要です。
●埋込深さは、壁仕上面から
90a以上必要です。

280　4＋�－� 588　4

85

＋�－�

1200　4＋�－�

280　4＋�－�

690

1805　4

85

＋�－�

280　4＋�－�280　4＋�－�

90a以上�

扉�側板�

φ3×30aの下穴�
（4ヵ所）�

（4ヵ所）�

φ3×30aの下穴�

●施工前の確認

扉�

側板�

下部収納棚のみの場合

上下セットの場合

上部収納棚のみの場合

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造は行わないでくだ
さい。
※破損しケガする恐れがあります。

収納棚本体、扉、棚がガタついたまま、あるいは取付がゆるんだ状態での
ご使用はしないでください。
※物品等の落下、部材の外れによりケガをする恐れがあります。
（対処方法については、取扱説明書…修理を依頼される前に（12ページ）æ
をご覧ください。）

棚に物品を過剰にのせたりしないでください。
※破損や落下によるケガの恐れがあります。
（棚の許容積載質量は10b×10b（100f）あたり0.5o以下）

施工完了後は、扉の傾き、ガタツキ、蟠番のゆるみがないことを確認して
ください。またスライド蟠番の調節後は必ず、Aネジ、Cネジ、取付ネジ
が固く締めつけられていることを確認してください。
※締めつけが不足しますと、蟠番がゆるみ、扉の外れ、落下によりケガを
する恐れがあります。

棚受けダボは側板に完全に差し込み、棚板をセットし確実に棚板が固定さ
れていることを確認してください。
※棚板が落下してケガをする恐れがあります。

ストーブやヒーターなど熱を発生するものの近くに置いて使わないでくだ
さい。
※変色や変形、火災をおこす恐れがあります。

直射日光が当たる場所は必ずカーテンなどでさえぎってください。またス
ポット照明や殺菌灯を直接当てないでください。
※変色や変形の恐れがあります。

酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤類、ベンジン・シンナー・ラッカー・
アルコール等の溶剤や油類を使用して拭かないでください。
※変形や変色の恐れがあります。（溶剤がつきますと跡が残ることがあり
ます。）
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w下部収納棚本体を横桟木上に
すえ置き、水平・垂直及び、
フランジが壁面開口部を確実
にふさいでいることを確認し
た上で、施工ビス位置をけが
き、φ3a、深さ30aの下穴を
あけます。
※下穴は必ずあけてください。

e壁面開口部に下部収納棚本体
をはめ込み、木ねじに専用ワッ
シャーを通して固定した後に、
化粧キャップをはめ込みます。
作業可能なドライバーは、長さ
220a以下のプラスドライバー
です。
※木ねじを強く締めすぎないでく
ださい。収納棚本体が変形することがあります。

r下部収納棚本体の上に、上部
収納棚を重ねて置き、施工ビ
ス位置をけがいてφ3a、深さ
30aの下穴をあけます。
※下穴は必ずあけてください。

t下部収納棚本体とのズレがな
いように締めつけ具合を調節
しながら固定します。ねじ固
定は木ねじに専用ワッシャー
を通して固定した後に、化粧
キャップをはめ込みます。
※木ねじ固定時に本体を強く締め
すぎないでください。下穴は必
ずあけてください。

y扉を収納棚本体に取り付けます。
a蝶番のフックAを台座差込口
Bにひっかけます。

s蝶番の先端部Cのツメをフ
ックDに合わせます。

d蝶番を矢印の向きに…カチッæ
と音がするまで押します。

※扉は収納本体に確実に取り付けてください。
※取り付け後に扉のズレ、傾きがある時は、蝶番を調節してください。（蝶番の
調節は …●扉の調節æの項をご覧ください。）

e開口部に収納棚をはめ
込み、付属の木ねじで固
定します。ねじ固定は木
ねじに専用ワッシャー
を通して固定した後に
化粧キャップをはめ込
みます。

作業可能なドライバーは、長さ220a以下のプラスドライバーです。
※木ねじを強く締めすぎないでください。収納棚本体が変形することがあります。

r扉を収納棚本体に取り付けます。
a蝶番のフックAを台座差込
口Bにひっかけます。

s蝶番の先端部Cのツメをフ
ックDに合わせます。

d蝶番を矢印の向きに…カチッæ
と音がするまで押します。

※扉は収納本体に確実に取り付けてください。
※取り付け後に扉のズレ、傾きがある時は、蝶番を調節してください。（蝶番の
調節は …●扉の調節æの項をご覧ください。）

t棚板を取り付けます。棚板を
上段に合わせる時は、棚板を
収納棚本体内に入れ、持ち上
げた状態で棚板受けダボをダ
ボ穴に差し込んで、棚板を取
り付けます。
※棚板を上段に合わせる時は必ず、
棚板受けダボを差し込むよりも
先に棚板を入れてください。順
序を逆にすると、棚板がつけられません。

yqで取り出した付属品の梱包をとき、収納棚本体にもどします。

2. 上部収納棚及び、下部収納棚を同時に取り付ける場合
q収納棚に入っているものを全
て取り出し、扉をはずします。
a蝶番の先端つまみを矢印の
方向に引き上げ、ロックを
外します。

s蝶番を矢印の向きに引っ張っ
て、取り外します。
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2. マグネットラッチの調節
●マグネットラッチは工具なし
で調節が可能です。
●あらかじめ最適な位置に調節
してありますが、蝶番を調節
した後で、扉の左右のすき間
を微調節したい場合に操作し
てください。
※本体が、奥へ引っこみすぎ
ると、ラッチのロック機構
が働かなくなります。その
時は本体を手前に出すよう
に調節しなおしてください。

●施工後の確認
●収納棚本体の確認
a収納棚本体の取付ねじが十分に締まっているか、ゆるみがないか確認
してください。

s棚板受けダボが確実にダボ穴に差し込んであるか確認してください。

●扉の確認
a蝶番のAねじ、Cねじが確実に締めてあることを確認してください。
s扉の開け閉めの時に、マグネットラッチのロック・解除のロック機構
が働くことを確認してください。
（ロック・解除の時は …カチッæと音がします。）

u棚板を取り付けます。棚板を
上段に合わせる時は、棚板を
収納棚本体内に入れ、持ち上
げた状態で棚板受けダボをダ
ボ穴に差し込んで、棚板を取
り付けます。
※棚板を上段に合わせる時は必ず、
棚板受けダボを差し込むよりも
先に棚板を入れてください。順
序を逆にすると、棚板がつけられません。

iqで取り出した付属品の梱包をとき、収納棚本体にもどします。

●扉の調節
１. スライド蝶番の調節
●調節する際は○＋ドライバーを
ご使用ください。
●Ａねじ、Ｂねじ、Ｃねじ以外
のねじは絶対にゆるめないで
ください。
●調整後は必ずＡねじ、Ｃねじ
が固く締め付けられているこ
とを確認してください。

●調節方法
（1）扉の先端を上に上げるとき

q扉下方の蝶番のＢねじを左
へ回して調節します。また
は、扉上方の蝶番のＢねじ
を右へ回して調節します。

w扉を締めて確認します。
e正しい位置になるまでq、
wを繰り返します。

（2）扉と側板のすき間が上下違うとき
q扉上方の蝶番のＡねじを左
へ回してゆるめ、扉を動か
して前後の正しい位置にし
ます。

w正しい位置でＡねじを右へ
回して締め付けます。

（3）扉の高さが上下にずれているとき
●扉の位置が上下異なるとき
q扉の上下の蝶番のＣねじを
左へ回してゆるめ、扉を上
下させて正しい位置にしま
す。

w正しい位置でＣねじを回し
て締め付けます。
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